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シーナカリンウィロート大学への留学ってどんな感じ？

シーナカリンウィロート大学 人文学部

どうしてシーナカリンウィロート大学を選んだの？

大学についてより詳しく知りたい方は
こちらをご覧ください！
友人にチェンマイへの旅行をとても勧められたため、チェエ
ンマイに旅行に行きました。また、そこからバスを使って
チェンライというところまで行き、とてもローカルな雰囲気
を感じられたのは楽しかったです。またバンコクでも様々な
寺院に行ったり、ローカルなマーケットにも行きました。基
本的に夜遅い時間でなければ治安が悪いところは少ないので
一人で色々な経験ができると思います。

大学外の活動

タイ王国バンコクに本部を置く1949年創立の国立大
学。シリントーン王女も学んだ由緒ある総合大学。

都心に立地するため交通の便がよく、また多くの日
本人が住む治安の良い地域にある。

ある1日のスケジュール
シーナカリンウィロート大学はアソークにあり、バンコクの大学の
中でも都会にある大学の1つです。キャンパスが他の大学に比べて
小さめなのでこぢんまりとしていてアットホームな雰囲気がありま
す。週に3回、学校でマーケットが開かれるのでその時は外部の人
も買いものに来たりして活気があり、地元感のあるとてもいい雰囲
気です。一緒に授業を受けた友人たちもみんな明るくて好奇心旺盛
で親切な子が多く、様々な場面で助けてもらいました。

大学・学生の雰囲気

大学での授業について

留学先は人文学部ですが、基本的にその授業の先生とその学部のス
タッフから了承を得られればどんな授業もとることができるので、
面白そうな授業の初回授業を何個か受けて履修を決定しました。私
はタイ語が分からないので英語のみで受けられる授業をとりました
。グループ課題や発表なども多く、そこで友人とより仲を深めるこ
とができました。 0：00
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もともと、異文化を体験できるような日本とちょっと違う文化を持った国に留学したいと考えていた際に
学部間協定校でタイを見つけました。タイは親日国と聞いていたので、その点でもどんな風に日本が人気
なのか気になったので選びました。

人文学部には、心理学・図書館情報学
・宗教哲学・西洋語・タイと東洋語・
言語学の６つの学科があり、2012年度
の交流協定の締結以降、学生の相互派
遣が盛んに行われている。



大学についてより詳しく知りたい方は
こちらをご覧ください！
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留学を考えている人へ

まず、留学したいと思うだけでなく実際に行動に移すことが
大切です。 留学にはどのような制度があるのか、どんな国に
行きたいのか、どんな経験がしたいのか、どのくらいのお金
がかかるのか、実際に調べてみたら、より具体的になります
。自分で調べるのが難しかったら、相談できる先輩や、学校
の留学相談で質問してみてもいいと思います。大学は4年間
しかないですし、就職のことを考えたら早めに動きだすこと
が大切だと思います。せっかくのチャンスなのでぜひ諦めず
いろんな方法を考えてみてください。（2023年度参加 女性）

問い合わせ先
情報コミュニケーション学部事務室（駿河台）
℡ 03-3296-4263
Mail infocom@mics.meiji.ac.jp
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宿舎のこと
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タイ語のこと

＊渡航費
往復で1２万円程度 ※変動あり

＊ホテル代（宿舎決定まで）
一泊５千円～１万円程度

＊宿舎費
平均約50,000円～80,000円/月

SWUには交換留学生向けの寮はありませ
ん。現地でホテルに滞在しながら、大学
が勧めてくれるところや、ネットや不動
産屋さんで見つけた物件を内見して決め
る先輩が多いです。バディやASEANセン
ターが契約を手伝ってくれることが多い
です。

ASEANセンターについて

第二外国語でタイ語を選択していた学生
さんもいますが、授業は英語で行われる
ものを選べるので、タイ語の知識がない
先輩方も過去に多く留学しています。
日常生活ではタイ語ができるとより良い
場面がありますので、留学を志した時点
からタイ語の勉強を始めましょう。

シーナカリンウィロート大学には明治大
学ASEANセンターがあります。日本語
が堪能な先生やスタッフが常駐している
ため先輩方も利用していた方が多いです。
いつでも気軽に相談できる環境が近くに
あることも一つのメリットです！


